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理解不能

理解不能

理解不能

１）認知特性のポートフォリオ
＆ 組織の認知的多様性の評価

３）非言語コ
ミュニケーション
シグナルの翻訳

２）心理的
安全性の評価

多様性が高いがウェルビー
イングと生産性が低い組織

現状

多様性 VS 心理的安全性

多様性が高くウェルビーイング
も生産性も高い「幸せな組織」

実現したい未来社会

多様性 & 心理的安全性
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気持ち
翻訳

気持ち
翻訳

気持ち
翻訳



社会実装：リアルタイム翻訳装置

 非言語コミュニケーションシグナルの双方向翻訳装置

 目の前の人の情報を教えてくれるウェアラブルシステム

 アセスメント情報

 心理的安全性（視線・生理指標から推定）

 TDがASDを理解するために着用

 ASDがTDを理解するために着用
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驚いて喜んでいます

コミュニケーション双方向支援の例



相互理解のコア技術（TDがASDを・ASDがTDを・自分自身を）

4

360度画像でリアルな場面を体験
視線を理解（視線の誤解を解く）
情動を理解（心理的安全性）

感じる世界の相互理解 表現する世界の相互理解

感情表現の不一致を体験

ひとりで いっしょに

パーティー

楽しい つまらない

アニマシー知覚：
社会的認知の基盤

情報入力

情報出力

価値観や志向性の相互理解

サーマルカメラによる呼吸推定

潜在連合テストによるコミュ
ニケーションとウェルビーイ
ングのアセスメント生体指標による

心理的安全性の推定

動作解析による
内部状態の推定



企業との連携

 企業への橋渡し

Step 1) コンサル・研修

Step 2) 企業への実機導入

 社員への試験的導入に興味がある企業

研修・アセスメント

 起業

社員研修システム

体験装置
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